
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

1.日 時：令和 4 年 3 月 26 日（土）13 時 30 分～16 時 

2.場 所： 山形市 中央公民館 4 階 大会議室 
    〒990-0042 山形市七日町一丁目 2 番 39 号 アズ七日町 
3.募集人員： 70 名 参加費無料 (定員になり次第締め切り) 

  

4.研修会内容：主催者あいさつ 櫻田俊郎（イザベラ・バード顕彰碑管理委員会会長）  

       

(1)大友幸子（山形大学地域教育文化部）・松田勝行（株式会社 石駒） 

石材から見たイザベラ・バード顕彰碑概論 

 

     (2)小幡圭祐（山形大学人文社会科学部） 
       山形県令・三島通庸の空間認識 

～イザベラ・バードとの対比から～ 

 

     (3)斎藤はるか（やまがたアルカディア観光局） 
         ライク・ア・バード okitama 

～現代のバードと新たな旅のスタイル～ 

 

     (4)渋谷光夫（東北文教大） 
旧済生館本館 ～「廃棄」答申から「保存修理」へ～ 

     

5.申込み：ホームページの「お申込」又は Fax でお願い致します。 
     ・ホームページ：「IB 俱楽部」で検索→「3/26 学習会お申込」から  

・Ｆａｘ  ：0237-87-1617      (問合せ：090-2275-7534 大沼) 

 

 

お名前（フリガナ） 

連絡先(日中の連絡先) お住いの市町村 

 

主催：イザベラ・バード顕彰碑管理委員会、アルカディア街道ＩＢ俱楽部 

イザベラ・バードは、明治11年(1878)に来

日し「日本奥地紀行」を著しました。この書は

バードの鋭い観察眼と温かい慈愛の心、そして

豊かな表現力で、明治初期の日本の自然、人々

の生活、社会の様子などを詳細に記述した第一

級の歴史地理書です。 

 県都山形については、繁盛している町ー文明

開化最先端としての新県庁街や製糸工場・公立

病院創設等を称賛しています。 

この度、2020年3月にバード顕彰碑が県民

の力で山形市立病院済生館の正面入口前に建

立されました。コロナ禍のため活動を休止して

いましたが、下記要項で学習会を開催いたしま

す。皆様のご参加をお待ちしています 

 


